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全国の情報は国立感染症研究所感染症情報センターホームページにてご覧ください。 http://idsc.nih.go.jp/index-j.html 

 

 

 

インフルエンザ（新型インフルエンザ） 

インフルエンザの定点あたり患者数は 0.05 人（先週

0.13 人）と減少しました。流行は現在沈静化していま

す。 

感染性胃腸炎  

感染性胃腸炎の定点あたり患者数は 9.27 人（先週 8.53

人）となり、4 週連続して増加しました。 

インフルエンザの定点あたり患者発生状況(全県)

0

10

20

30

40

50

60

1 5 9 13 17 21 25 29 33 37 41 45 49 53
週

人

平成18年

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年

感染性胃腸炎の定点あたり患者発生状況（全県）
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手足口病  

手足口病の定点あたり患者数が 2.04 人（先週 0.98 人）と急増しました。加東保健所管内及び中播磨保健所管

内で警報レベルの定点あたり患者数 5 人以上となっています。都道府県別では、鹿児島県、宮崎県、大分県、

愛媛県、広島県、鳥取県、和歌山県、兵庫県、三重県及び福井県の 10 県に警報レベルの保健所があります。病

因ウイルスはコクサッキーA16 型やエンテロウイルス 71 型など複数あり、2～3 年の周期で流行する傾向がみら

れます。今後の動向に注意が必要です。 

手足口病の定点あたり患者発生状況（全県）
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兵庫県感染症発生動向調査週報(速報)
平成 22 年 第 16 週（4 月 19 日～4 月 25 日）

兵庫県感染症情報センタ－（兵庫県立健康生活科学研究所：健康科学研究センター）
 

Hyogo Infectious Diseases Weekly Report  

定点把握感染症（指定された医療機関から報告を求める感染症です） 
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定点あたり患者数の上位 10 位の疾病

定点あたり患者数 定点あたり患者数  
 

疾病名 
今週 先週 

増減  疾病名 
今週 先週 

増減 

1 位 感染性胃腸炎 9.27  8.53 ＋0.74 6 位 突発性発しん 0.45  0.48 －0.03 

2 位 手足口病 2.04  0.98 ＋1.06 7 位 咽頭結膜熱 0.19  0.17 ＋0.02 

3 位 水痘 1.78  1.67 ＋0.11 8 位 伝染性紅斑 0.18  0.12 ＋0.06 

4 位 A群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎 1.02  0.73 ＋0.29 9 位 流行性角結膜炎 0.17  0.29 －0.12 

5 位 流行性耳下腺炎 0.74  0.92 －0.18 10 位 ヘルパンギーナ 0.13  0.09 ＋0.04 

 

 全数把握感染症（すべての医療機関から報告を求める感染症です） 

1 類感染症 報告はありません。 

2 類感染症 
結核 ９名（尼崎市 3 名、姫路市 1 名、伊丹保健所管内 1 名、加古川保健所管内 2 名、

加東保健所管内 2 名） 

3 類感染症 
腸管出血性大腸菌 ３名（神戸市；O157 VT1+ 1 名、尼崎市；O157 VT2+ 1 名、西宮市；

O157 VT1+VT2+ 1 名） 

4 類感染症 Ａ型肝炎 １名（神戸市） 

5 類感染症 後天性免疫不全症候群 １名（無症候性キャリア） 

追 加 報 告 
結核 ２名（加古川保健所管内 1 名、朝来保健所管内 1 名）、Ａ型肝炎 ２名（神戸

市）アメーバ赤痢 １名（神戸市）、後天性免疫不全症候群 １名（無症候性キャリ

ア） 

 

Ａ型肝炎  

全国的にＡ型肝炎の報告が増加しています。全国の年

間報告数は近年 150 例前後であるのに対し、今年は第

10 週以降報告数が急増し、第 10～14 週は 81 例で、第

14 週までに 111 例が報告されています。感染源として

はカキ、貝類などが推定されています。 

兵庫県では、平成 16 年以降年間で 6～21 例が報告さ

れていますが、今年は第 16 週までに 9 例が報告され

ています。 

A型肝炎の累積患者数（兵庫県）
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 検査情報（兵庫県立健康生活科学研究所：健康科学研究センター） 

姫路市内の医療機関を受診した滲出性扁桃炎患者 1名（2歳）からアデノウイルス1型が分離されまし

た。これとは別の滲出性扁桃炎患者 2名（1歳）からアデノウイルス2型が分離されました。さらに、別

の滲出性扁桃炎患者 1名（1歳）及び咽頭結膜熱患者 1名（1歳）からアデノウイルス5型が分離されま

した。 
 
 

この週報は兵庫県立健康生活科学研究所：健康科学研究センターホームページ http://www.hyogo-iphes.jp/ にも掲載しています。 

また、 http://idsc.nih.go.jp/index-j.html から国立感染症研究所感染症情報センタ－の週報(IDWR)がダウンロードできます。  
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